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Ⅰ．育英生に対する給付 

本財団において、本年度育英給付を行う育英生は、東京近郊所在の大学等に在学す

る２８名（第５８期生６名、第５９期生５名、第６０期生７名、第６１期生１０名）

の予定であるが、この２８名を本財団所有の学生寮に無料入居させ、寮監・寮母の生

活指導の他、３食の食事を給付し、学校へ納付する入学金・授業料、通学費、保健医

療費、教養娯楽費等の無償給付を行う。 

以上、育英生２８名の育英に要する事業費の本年度の予算は次の通りである。 

１．学資金 20,890,000 円 学校へ納付する入学金・授業料 

２．通学費 2,620,000 円 学生寮から学校までの通学定期券代 

３．賄 費 11,300,000 円 １日２食分の原材料費、厨房業務委託料及び

手渡し昼食費 

４．学生研修費 3,000,000 円 育英生の研修費用 

５．学生寮の運営管理費…上述の賄費、生活費の他、次の通りである。 

イ．人件費 18,300,000 円 職員の給料・手当等 

ロ．什器備品費 300,000 円 ラウンジ椅子、多目的室机･椅子、厨房用品等 

ハ. 修繕費 10,000,000 円 居室修繕、配管修理、排水設備清掃・修繕等 

ニ. 光熱水道費 3,000,000 円 

ホ. 消耗品費 400,000 円 

 

Ⅱ．第６２期育英生の募集及び採用 

平成３０年度採用予定の第６２期育英生の募集業務は、次の通りである。 

１．採用人員………原則８名以内とする。（国内のみ） 

２．募集方法 

６月初旬４３道府県の約１７０校の高等学校長に募集要項を送付し適格者の推

薦を依頼する。 

さらに、主要な奨学金情報インターネットホームページに当財団育英生募集案

内を掲載依頼すると共に、当財団インターネットホームページに募集要項を掲載し、

直接適格者に応募を働きかける。 

３．適格者…次の要件を満たす者 

イ．平成３０年３月高等学校卒業見込みの者、平成２９年３月高等学校を卒業した

者及び大学入学資格検定合格後２年以内の者 

ロ．平成３０年４月から当財団板橋学生寮から通学可能な４年生大学に入学を志望

する者 

ハ．寮生活を人格形成の場とすることに強い希望をもつ者で、学業成績優秀、品行

方正、身体健康である者 

ニ．在籍又は在籍した高校の校長からの推薦があること（但し、大学入学資格検定



 

 

 

合格を除く） 

ホ．学資の支弁について他からの経済的援助が必要と認められる事情にある者 

４．選考と採用  

イ．候補者の決定… １１月下旬、給費学生選考委員会において、現地訪問結果と書

面審査により育英生候補者を選考し、これを決定する。 

ロ．募集要件充足の確認 

①現地訪問……… １０月中旬～１１月下旬選考委員の代表が第一次候補者の自

宅及び在籍もしくは出身高校を訪問し、応募者、推薦者、担任

教諭及び保護者等との面接を実施 

②候補者面接…… 候 補 者 が 入 試 の た め 上 京 し た 際 に 選 考 委 員 が 面            

接を実施 

ハ．採用決定……… 入学試験合格を確認し、３月に給費学生選考委員会及び理事会

を開催し、採用する育英生を決定する。 

 

Ⅲ．大学院育英生の募集及び採用 

平成３０年度採用予定大学院育英生の募集業務は、次の通りである。 

１．採用人員………２名とする。 

２．募集方法 

志願者は、所定の育英生願書を、１１月中旬に提出する。 

３．適格者…次の要件を満たす者 

イ．現在本財団育英生であり、かつ平成３０年４月から大学院修士課程に進学が決

定していてが優秀な者 

ロ．品行方正、身体健康である者 

ハ．学資の支弁について他からの経済的援助が必要と認められる事情にある者 

４．選考と採用  

候補者の決定は、１１月下旬、給費学生選考委員会において、志願者についての書

面審査及び面接選考を実施し、理事会がこれを決定する。 

 

Ⅳ．海外研修育英生の採択 

平成３０年度採択予定海外研修育英生の募集業務は、次の通りである。 

１．採用人員………２名とする。 

２．募集方法 

志願者は、所定の申請書類を前期は５月末、後期は１０月末までに提出する。 

３．支援対象者…松尾育英会学生寮に在籍する学部学生であること。 

４．選考と採用 

海外研修育英生は、寮長（選考委員長）、常務理事、理事（若干名）、その他必要

な卒業生から成る選考委員会において書類選考を行い、前期は６月中、後期は１１

月中に決定する。 


